
































































































































































































記には「中將從三位」と記されるが、頭注にて「從五位上」の誤記と指摘している。 『本朝世紀』康和元年三月十八日条にある国俊卒伝によ ば、右衛門佐、民部権大輔、備後介、参河守、陸奥守等を歴任しているのみであり、参議にも昇っていない。増俊が国俊の子であるならば中納言阿闍梨と称されることはふさわしくない。ただ『尊卑分脈』では国俊の子として仁和寺僧「俊増」という名が見られる。しかし、血脈類等にはこの名は出てこない。このこ は『尊卑分脈』が増俊を間違えて仁和寺僧「俊増」と記した可能性が考えられる。ま 俊増と増俊それぞれ別の人物がおり、血脈類がその二人の名を間違えその父を誤って記録した可能性も考えられなくはない。ただし、 『尊卑分脈』が単純に俊増 増俊の名前を前後間違えて二重に記した可能性もある。ただその場合二人の増俊をどのように考えるかはまた別 問題である。
 
柴田氏が挙げられた資料以外にも、俊明を指し示す「堀川中納言」という称号と、国俊の名前が繋げら
れて記された 事は、 『伝燈広録』 （ 『続真言宗全書』所収） 『血脈類集記』 「 俊付法」 （ 『真言宗全書』所収） 、東寺観智院金剛蔵『真言付法血脈図』三本 湯浅吉美氏翻刻、 『成田山仏教研究所紀要』二九号～三一号所収） 、随心院所蔵聖教の中「随心院流系図」
第五二函三六号） （米田真理子氏紹介、 『小野随心院所
蔵の密教文献・図像調査を基盤とす 相関的・総合的研究とそ 探求』所収） 『諸門跡譜 随心院」 （ 『群書類従』所 「 ［小野曼荼羅寺］随心院門跡次第 『仁海僧正九百五十年御遠忌記念
 
随心院聖教類の研








































































































































































































































































































































大后宮大夫」として高陽院にあって皇宮に直接通っていたことが考えられる。そういったところから、俊明を「堀川中納言」と称した可能性が考えられる。 『公卿補任』よりこの当時中納言で皇后宮大夫になった人物として藤原祐家（一〇三六～ 〇八八）等がい が、国俊は の うな立場になって ない。よって「従三位」 」 「中納言」といった増俊を指す呼称は、国俊ではなく俊明 ふさわしい。
 
ところで増俊の名に続いて「中納言阿闍梨」という記載のみで国俊息と記載のない資料として、 『真言烈
祖表白集』 ・湯浅氏が翻刻された東寺観智院金剛蔵『小野方血脈抄』 （杲宝撰） ・ 『血脈鈔』 （野） （ 『小野方血脈抄』の別本） ・ 『諸流灌頂秘蔵鈔』 「小野三流血脈
忸
高野中院流血脈」 ・ 『秘密儀軌随聞記』 ・ 『野沢血脈集』
があるが、どれもごく簡略な記事になっている めに、必ずしも国俊息で ないと う伝承を伝える記事とは言い切れない。
 
以上から、 『血脈類集記』その他において、なぜ俊明息ではなく国俊息とした か、あるいは俊明を指し









































とされている。 「入滅と付法 事」の記事でも『血脈類集記』 「増俊」付法を挙げられ いる。そこに 付法の弟子に大輔阿闍梨顕厳（一一一六～一一八三）の
名が見られ、増俊が顕厳に法を授けた日が仁平四年












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ている。これは、 『後七日御修法部類』 ・ 『御質抄』 ・ 『覚禅鈔』 「後七日」 ・ 「後七日御修法交名綜覧」でも同様の記述が確認できる。
 
柴田氏の挙げられた『血脈類集記』や醍醐寺蔵本『伝法灌頂師資相承血脈』以外 も から増俊へ
授けた伝法灌頂の記事は、横山和弘・佐藤愛弓両氏が翻刻された『真言伝法灌頂師資相承血脈』や東寺観智院金剛蔵『真言付法血脈図』 ・ 『真言附法本朝血脈』 ・ 『勧修寺別当長吏補任等古記録』に見られる。
 
また「随心院流系図」 ・ 『東寺真言宗血脈 ・ 『宝鏡鈔』 ・高山寺所蔵（ 『血脈』 ） （第四部第一四八函一九号











































































 一〇六函第八二号） ・随心院所蔵「 （木食朝意上人所伝血脈） 」 （第七五函第七号） ・随心院所蔵「 （霊雲寺開山浄厳和上血脈） 」 （第一四九函第一〇号） ・ 『野沢血脈集』 ・随心院所蔵『小野広沢血脈
忸
東寺長者醍醐座主





院金剛蔵『伝法灌頂相承略記』 （兼意撰） ・ 『本朝
伝法灌頂師資相承血脈』 ・随心院所蔵『安祥寺諸流 統血脈』 （第一〇六函第八二号）から、禅林寺大僧正深覚（九五五～一〇四三）―信覚―厳覚―増俊と伝わる法流も授けられていることがわかる。
 
また、東寺観智院金剛蔵『小野方血脈抄』や『血脈鈔』 （ 『小野方血脈抄』の別本） ・ 『諸門跡譜』 ・ 『本朝





























































































































































































 柴田氏は指摘されていないが、 「小野血脈」と同様の血脈が『諸流灌頂秘蔵鈔』 「小野三流血脈
忸
高野中





























































































































































































































































































蔵』が主に底本とする勧修寺本そのものでは「増俊」となっており、柴田氏の指摘されるように増俊の単なる誤植であろう。なお、 『血脈鈔』のイ本に 康治二年」とあるのは、寛信が康治二（一一四三）年に宮中において 如法尊勝法」を修しており、そ 時増俊が出仕していたことから混同したためであろ 。
 
最後に後七日御修法における寛信と増俊の関わりについて見ていくと、増俊が出仕した時の後七日御修




































































































勧修寺大法房実任への授法は 詳細は拙稿に記したので省くが、 『血脈類集記』の「範俊付法」 、 『安流伝
授紀要』 「広沢方血脈」に記されており、 『血脈類集記 には仁海―成尊―範俊―良雅―増俊―実任と繋がる随心院流血脈が載せられている。一方で『安流伝授紀要』では良雅―良勝―増俊―実任と繋がる良雅相伝の広沢方とされる法流を実任に授法している。
 
禅然への授法は、 先に静誉からの受法で挙げた 『諸流灌頂秘蔵鈔』 「小野三流血脈
忸
高野中院流血脈」 ・ 『諸



































































































 んぬ」とされているところから、親厳が随心院そのものを九条唐橋に移転したものと理解され、 「杲宝が指摘するように、随心院は増俊の住房を起源としており、親厳が東寺長者 なり東寺近辺に移転したとするなら、この段階では、随心院は本尊や堂宇を有す寺 というよりは、 「唐橋房」と記されるように住坊としての性格が強かったと考えられる」と述べられている。そして、親厳の時代においても「未だ独立した寺院として確立したとはいいがたい」とされている。その根拠として、一条実経（一二二三～一二八四）息で随心院門跡であった金剛王院大僧正静厳が、随心院大僧正厳家（一二七三～一三〇六）に堂宇・聖教・本尊・道具・門跡領等を譲る譲状を出すまで譲状が存
在しなかったことを挙げ、静厳時代になって随心院





































に住房 し 建てた一院家であ この記事は、親厳が東寺の長者になるにともない親厳自身が唐橋に移ったのであって、随心院自体は移転していないと考えられる。そうでなければ、 「其の後當寺の隨心院へ渡るなり」の意味が、随心院がこの時、 「當寺」すなわち曼荼羅寺内にあったと意味する文章と矛盾するであろう。その後、増俊の付法は随心院聖教文書より、顕厳、 と相伝され、親厳は唐橋の僧正と呼ばれた。その後親厳は、増俊ゆかりの小野曼荼羅寺内の随心院に
移った。その時点で小野曼荼羅寺内の随心院は一
院家として存在していたし、その院家は増俊―顕厳―親厳へ相 された 考えら る。決して唐橋房へ随心院を移したので なく 別個 ものと見るべきである。また、中山氏が指摘される『野沢血脈集』 「随心院門跡相承次第」に増俊が入らない は、 「
恪
心院門跡相承次第」と書かれた下に朱書で「法流相承各別」


















































荼羅寺で活躍したと考えられる。厳覚、良雅、静誉、良勝、信覚より受法し、法流授受の記事 認められないが、範俊と密接な関係を持って る。また 寛信
とも関わりを持ち、定海とも関わるかもしれない。












































































































































































































































































































































































に増上寺本（ 『大日本仏教全書』第四五巻「覚禅鈔」第一」 ） ・万徳
寺本（ 『仏教美術研究上野記念財団助成研究会研究報告書
 
図像蒐成Ⅱ『覚禅（抄） 鈔』 』 第一 ［仏教美術研究上野記念財団助成研究会刊、










































































59）中野玄三『続々日本仏教美術史研究 ［思文閣出版刊、二〇〇八］仏像・仏画篇三「真福寺本『覚禅鈔』 「如法尊勝法」について」 。
 
（
60）真鍋俊照『密教図像と儀軌の研究』下巻［ 蔵館刊、二〇〇一］ 「尊勝法本尊の諸問題」 。
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東寺長者醍醐座主次第』 （第七五函第六号） 、 『安祥寺諸流一統血脈』 （第一〇六函第八二号） 、 「 （木食朝意

































































































































































































































































































































































































































































































































































総合的研究とその展開Ⅰ―講演録・随心院聖教調査報告 笠置寺調査報告』 ［二〇〇六］ 。
 
（
160）玉島實雅『随心院史略』所収『小野曼
荼羅寺略縁起』 ［随心院刊、一九三八］
 
一一頁。
 
（
161） 『野沢血脈集』第二巻
 
『真言宗全書』第三九巻
 
四〇七頁上。
 
（
162）湯浅吉美「東寺観智院金剛蔵『小野方血脈抄』 （杲宝撰）の調査報告と翻刻」 成田山仏教研究所紀要』第三六号［二〇一三］
 
八五頁
. 。
 
（
163） 『血脈鈔』野
 
『続真言宗全書』第二五巻
 
九二頁上～下。
 
（
164） 『下醍醐雑事記』第六巻「八講頭次第」
 
中山俊司編『醍醐雑事記』 ［醍醐寺刊、一九三一］
 
一七五頁。
 
（
165）同右
 
一七八頁。
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